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"75年1月の阿蘇北部地震

まえがき

1975年1月22目13時40分ごろほぼ九州全域で強い地

震を感じた.震源は熊本県阿蘇郡一の宮町付近(北

緯33度東経131度5分)で阿蘇山側侯所では震度W

であった.1月23目には110回(うち有感21回)1

月24目には174回(有感21回)の地震が観測された.

これらのうち1月23目23時!9分の地震が本震で最も

規模カミ大きく阿蘇山で震度Vと発表され九州ばかり

でなく山口県や四国でも地震を感じた.

震源域カミ阿蘇カノレデラの北東縁であることからこ

れらの地震は活動中の阿蘇山の噴火と関係があるので

はないかと心配されたカ茎中岳の活動に特別の変化がみ

とめられたいことから火山性の地震の可能性はうすれ

た.そのこの余震活動の推移から今回の地震は前

震一本震一余震型の活動と考えられている.

筆者らは2月6･7日現地調査を行なったがあ

いにくの悪天侯と短時間のため十分衣調査は行なえなか

うぷやま

った.調査は一の宮町と産山村を主に行なった.

両町村では被害状況のくわしい説明と被害地の分布につ

いて教えていただいた.とくに一の宮町では松崎清

町長をはじ･め町役場の方々は現地調査などでいろいろ

と便宜をはかって下さった.古城小学校では校舎の

被害個所を案内していただいた.またこの報告中に

は気象庁提出の地震予知連絡会資料を使用させてい

ただいた.両町村および地震予知連絡会の関係者各位
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第1図

1975年1月22目13

時40分の地震の震

度分布図(気象庁

資料による)

⑳は震央位置規

模はM:5.5

曽屋龍典･小野晃司･古川俊太郎･渡辺一徳

に深く感謝します.

阿蘇北部地震の経過

1月22目から1月24目までのおもな有感地震の発震

時刻各地の震度および規模を第1表に示した.1月

23目23時19分の地震は最も規模カミ大きく今回の地震

の本震と考えられている.1月22目13時40分の地震の

震度分布図を第1図に本震の1月23目23時19分の地震

の震度分布図を第2図に示した.第3図は目単位の

第1表阿蘇北部地震の発震時震度分布および規模

発震目時

1月22目13時40分

1月23日20時59分

1月23目21時58分

1月23目22時55分

1月23目23時19分

1月23目23時26分

1月23目23時31分

1月24目O時57分

1月24目18時08分

1月24目21時23分

1月24目23時38分

各地の震度

IV:阿蘇

皿:延岡

皿:大分熊本佐賀飯塚目田

I:人吉福岡下関鹿児島

皿:阿蘇

皿:熊本

I:大分福岡延岡

II:阿蘇

I:熊本延岡

]V:阿蘇

]I:熊本

V:阿蘇

w:熊本

皿:佐賀大分延岡福岡長崎

皿:飯塚都城雲仙目田下関

宇和島

:鹿児島牛深人吉松山

並:阿蘇

I:熊本延岡

w:阿蘇

皿:熊本

II:福岡延岡人吉日田

IV:阿蘇

皿:熊本

II:福岡大分延岡

I:長崎

I:阿蘇

I:延岡

皿:阿蘇

規模
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第2図

ユ975年1月23目23時19分

の本震の震度分布図(気

象庁資料による)

⑳は震央位置規模は
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地震発生回数を示したものである.この図から明らか

底ように余震は24目174回25目38回26目16回と

減少しているカミ本震一余震型の地震と比較すると今

回の余震の減少はゆるやかである.また本震前に

震度の欠きた地震が発生したことと無感をふくめて数カミ

多いことから一時松代地震のよう狂群発型とも考え

られた.第4図は今回の地震の震源分布図で第5

図はその南北断面図である.これによると余震域

は現在活動をつづけている阿蘇中岳からかなり外

れていることカミわかる.第6図は初動分布で発震

機構は4象眼型で断層の型はストライクスリップ

圧縮軸はほぼ東西張力軸はほぼ南北である.
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第3図
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阿蘇山測候所における前震および余震回数と震度別地震回数(気象

庁資料から)白:無感地震黒:有感地震
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第4図昌鷲地諾τ驚分鴛蓑象庁資料)
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第5図第4図の南北断面図左が南右が北(気象庁資料)
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第6図阿蘇北部地震の発震機構(気象庁資料)

1月22目13時40分から25目10時09分

までの8地震の結果を簡略化したもの

鰹:押し○:引き�
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写真⑤机が片付けられた一の宮町古城小学校の教室左正面(南北方向)の

壁が落ちてりるが右手前(東西方向)の壁には被害が扱い.ここで

の主要液毒れが南北方向だったことを示す.本棚やストｰプカミ倒れた

りしたが夜間で児童がい狂いことは幸いであった.

ある.

一の宮町は阿蘇カノレデラのカルデラ底の北東

部とカルデラ外側の阿蘇火砕流によって形成され

た火砕岩台地の上に位置している.集落はカノレ

デラ底の中央火口丘山麓の地下水自噴帯とカルデラ

壁の基部とに分布しておりカノレデラ外側の火砕岩

台地は牧野で人家はほとんどたい.家屋の

被害はそのためカノレテラｰ内に限られそれもカ

ノレデラ縁にそった地域に多くとりわけカルデラ

おごもり

の北東隅である旧古城村の尾籠酒手野平井屋

さんが

敷中園土井山下丘閑などの地区に集中して

いる(第7図).道路のキ裂路肩の崩壊は火砕

岩台地上のやまなみハイウェイミノレクロｰドや象

ヶ鼻の農道などのいたるところで見られる.土砂

くずれは急崖のカルデラ壁の崩落によるものが大

写真⑥手野公民館に設けられた一の宮町現地対策本部.

手前(南)へ約3cmずりだした.

土台の上で建物はぎれ

綴

写真⑦同上建物の西側面.､

は右へずり動いた.

土台の上に水平なキ裂が入り上部

写真⑧壊れてとり片付けられた建物のあと.左に傾いた浴槽がみ免る.地

面に何条もキ裂カミ生じて左手の斜面にすり落ちるように段差加できた.

一の宮町手野地区.

おこもり

写真⑨一の宮町屋籠部落の墓地.倒れてい狂い墓石(人の左手)

も台座の上で回転している.�
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第7図

一の宮町の被害分

布図と線状構造

右上のインデック

スマップAはこ

の図の範囲をB

は第8図の範囲を

示す.

鰯全または半壊

の住家を示す.

○や裟狂みハイ

ウェイ上のキ

製･落石の多

い部分

左手の急斜面に向か

写真⑪農道に生じたキ製.手野部落上のカルデラ縁

って山腹あ茎ずり落ちるようにキ裂が開いた.

象が轟南東薗

一の宮町小嵐

写真⑬

饅の崩簸で発生し花生有流.

山から上る1目農道.�
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策8図

阿蘇北部地震の被害地の分布と空中写真で判読した線状構造

とえば西宇野一手野一城山(やまなみハイウェイ)一方

閑に次らふNNW-SSE方向の線状配列はその一例

である.また尾籍地区にかなりの被害が集中している

にもかかわらずそのすぐ近くにあり部落の立地条件

の似ている片隅地区では尾籠地区ほど強い被害をうげ

ていないことは尾籍地区を通り片隅地区をとおらない

E-W方向またはNE-SW方向の線状構造(リニアメ

ント)カ童関係しているように思われる.

写真⑯ブロック塀の崩れ.最上段の石垣は手前に落ちてい

る.この家の土台の隅にキ製カミ入り家全体が時計ま

わりに回転するように右側か約5cIn手前(南東)に

移動した.一の宮町西手野

写真⑰被害約線状酉碗簡鰯外崖廿1こ写真⑱のブ瞬ック鰯と人物宿方碧順薗の崩れ

と写真…奪は見にくいが廼醐為端の屋根仰肪の宥垣の崩狐と熔N鮒W方

向に並ぶ.一の宜蘭晒宇野から平井地区を見る.�



震源域の地質と線状構造

阿蘇カルデラはおよそ数10万年前から数万年前まで

のあいだに大きくわけて4回にわたって大量の火砕

岩を噴出しそれにとも放って陥没したクラカトア型の

巨大たカルデラである.その噴出物は主に強く溶結し

た火砕岩でカルデラの周囲に広大で平坦恋火砕岩台地

を形成している.またほぼ同時期に九重火山でも火

砕岩の噴出をともなう活動カミあり産山村田尻地区では

両者の火砕岩が累重しているのを観察することカミできる.

一方カルデラ底は重力測定常時微動の測定などの

地球物理学的観測結果や温泉試錐の結果などから砂泥

などが厚く堆積しいわゆる軟弱地盤であることが知ら

れている.

カノレデラ周縁の阿蘇大枠流から征る火砕岩台地は広大

な牧野で岩石の露頭はきわめて少恋い.しかし空

中写真を観察すると通常の侵食地形ではなく構造地形

としか見えない直線的な小谷が多数みられる.第8図

を見てもこれらの小谷がカノレデラ縁からきわめてゆ

るく外に傾く台地地形に必従的に生じたものではなく

また樹枝状でも狂いことがわかるであろう.そのうち

の一部のものは段差があって断層と判断できる.こ

れらの線構造のうちENE-WSWWNW-ESE方向

のもは中九州一帯に広く見られるもので広域的た力

の場おそらく東西方向の押しを反映しているものと

思われる.これらとは別にカルデラの東側にはゆる

くカｰブしなカミらN-S方向に延びる線状構造が見え

る.その一部にはカノレデラ壁と調和的な酉落ちの落

差が判読できる.一方カノレデラの北側の直線的な線

状構造では落差のみえるものは南落ちである.これ

らはすべてカルデラの側へおちておりおそらくカノレデ

ラの陥没に関係してできた環状割れ目であろう.陥没

の際に広域的線状構造がカルデラ縁に平行に近く存在す

るところではその線状構造がカルデラ側落ちの断層と

なりカルデラ縁が既存の線状構造と高存度で交わると

ころではカルデラ縁にほぼ平行な南北方向の線状構造

または断層が新たに発生したものと思われる.もとも

とカノレデラ壁の急崖は重力場では大変に不安定な地

形なので一旦発生した線状構造は以後これを動かす

要因(たとえば地震など)カミあれば崖を低くする傾向に

動くはずである.つまりこの付近に多く見られる線

状構造(一断層)系は広域的なカの場を反映したもの

とカノレデラの陥没に関係する局地的なものとの複合した

ものでそのうち落差のわかる断層はカノレデラに関係

しているものと考乏られる.

さて前の節で一の宮町における今回の地震による

被害が線状に配列しているらしいと述べた.この線

状の配列は家屋の被害にとどまらたいようである.

軟弱な地盤のカノレデラ底や急崖をなしているカノレデヲ壁

カノレデラ壁の道路建設のための垂直にちかい人工の崖や

火砕岩台地上の道路の盛土部分などは震源から一定の

距離内にあれば一様に被害をうけそうに思える.事

実筆者らは現地に入るまでそのように予想していた.

だがたとえば先の一の宮町手野地区の線状配列は

城山のやまなみノ･イウェイで補装道路上の割れ目とし

こが

て表われ南東の古閑に抜けている.同じ城山のやま

狂みノ･イウェイ上のE-W方向の割れ目はその東延長

上の沢の対岸に土砂くずれとして連続する.象ヶ鼻の

農道ではNE-SW方向に線状に落石道路上の割れ

目カミできている.これらは先に述べた空中写真の判読

によって得られた線状構造の一部と一致する(第7図).

火砕岩台地上のやまなみノ･イウェイやミノレクロｰドな

どの盛土部分の崩壊は必ずしもこれらの線状構造の通

る部分に限られてはいない.しかし結論的には今

回の地震による被害は空中写真から判読された線状構

造に沿って特にはげしくあらわれていると考えられる.

しかし地震をひきおこす原因とたった活断層あるい

は地震によって生じた断層を著者らは見ていない.ま

た第8図に示したすべての線状構造にそって破壊がおき

たわけではたいようである.その点についての調査は

十分おこなってい狂い.

まとめ

今回の阿蘇北部の地震は現在のところ阿蘇中岳の火

山活動とは関係がないらしい.

写真⑱広大悲阿蘇カルデラ北側の火砕岩台地.平坦潅草原で塔石の

露頭にきわめて乏しい.カルデラ縁の向うに阿蘇中央火口止

灘.�



灘発型の地震では泣くやや群発型よりの前震

�　

一本震一余震型の地震である.

地震による被害は一の宮町手野地区に集中した.

また地震による破壊は空中写真で判読できる線状

構造の一部にそってとくに激しかった.

最後にカルデラ壁をなす急崖河谷沿いの急崖

はもともともろく崩れやすい.今回の地震によ

る振動で地山からはなれた浮き石は多く地震によ

る破壊カミ激しかった線状構造にそったところでは

とくに多いことが予想される.これらは雨期に

土砂くずれ地すべりなどの原因となることが考え

られる.これらの災害を最小限にくいとめるため

に浮き石などの調査とその対策を急ぐべきだろう.

今回の地震の前に道路公団のやまなみハイウェ

イでの浮き石除去作業がノ･イウェイの被害を最小

限にしたことは教訓とすべきであるし急崖の危険

を増すような工事だとえば採石などは厳に注意す

べきである.

地震発生後現地で各機関による余震の観測が行なわれ

多くの成果をあげた.一方余震観測は費用や人員の

関係で一定の期間で引き上げざるを得荏かった.その

後地元の方々は熊本大学大塚助教授が町内に設置

した一台の地震計と簡易記録計で余震を観測し立派な

デｰタをつくった(第9図).それによって余震の減衰
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第9図一の宮町西手野で観測した余震回数(一の官町提供)

自:無感地震黒:有感地震

2月18目と22目棒グラフ上の↑ほ記録計の故醐とよ

る欠測カミあったので実数はこれよりも多いことを示す.

をみずから確認した.地震学的な余震の観測と同時に

地元の人人のための観測が必要たことを痛感した.そ

してこのようたことは地震を始め自然現象についての

正しい知識のひろがりに大きく役立つのではないだろ

うか.

(筆者らは地質部･地質部･九州出張所･熊本大学教育学部)

写真⑲熊本大学理学部によって手野分毘館横におかれた地震計(ほこ

らの中石だたみの上)

写真⑳手野公民館におかれた地震計(写真⑲)の記録機部.左側に

平ンドレス記録紙カミあり町役場職員が毎日交換していた､

余震洲硬調に減衰していることが記録されていた(第9図)'�


